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ＪＲ九州ユニオンは、９月８日付「業務速報」第２号に、「乗務員の氏名札

見直し」について報じている中で、「氏名札の見直しについては、私たちＪＲ

九州ユニオンだけが要求していたものであり…」と記載をしている。 

この件に異議あり！ ＪＲ九州労組の仲間の皆さんはご存知の通り、

それこそ９月８日付「ＪＲ九州労組業務速報 №425」で既に 

お知らせしている。乗務員氏名札については、『これまでもＪＲ九州労組組合

員から様式見直しの声が上がっており、本部としても専門協議会において

「姓」のみの表記とすること求め』、会社がその要求を踏まえて検討した結果

が、今回の見直しに繋がったのである！ さらには６月１５日付同報№
390 でも明らかにしているが、ＪＲ九州労組の女性乗

務員の増加による環境整備としても…氏名札の見直しを強

く求めてきたのである。 

過去にもありましたね…聴力基準の見直しのときのＪＲ九州ユニオン情報

を思い出すのは私だけだろうか…？ 

 


